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表紙の絵
大強度相対論的電子ビーム（IREB）によって作られるプラズマ内部の電場パターン．「電子ビーム・シャドウグラフ」によって観測された．
プラズマ中には負に帯電した多数の球状の領域が形成される．この球状電場の大きさはプラズマ密度に強く依存するが，およそ、デバイ長
の２０倍に等しい．IREBに特有な現象ではなく，非相対論的な電子ビームや電磁波でも励起されるラングミュア乱流の一例と考えられる．
（p.94「ラングミュア乱流入門」安藤ほか）
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